
構想

・自施設の使命に基づいた構想づくり

・活用ビジョンの策定

・関係者の合意形成

育成

・学習環境整備

・育成計画策定

・部署管理者・医師の役割の明確化

・受講者活動ビジョンの明確化

配置

・構想と一致した配置

・配置方法決定

・配置の周知

・活用環境の整備

活用

・修了看護師マネジメント

・手順書の実績評価

・修了看護師実践能力の評価

・導入効果評価

普及

・実践範囲の拡大

・特定行為実践マネジメント

・複数配置効果評価

・修了看護師キャリアパス形成

【人材活用のために必要な支援のフロー】

修了看護師の組織的配置活用の発展過程
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修了看護師の導入の困難を指す。一人目の修了看護師を育成配置する際の困難、一人目の修了看護師

とともに働く同僚が感じる困難、また修了看護師が一人目の患者に特定行為を実施する際の困難など多様な障壁がある。第一

の障壁とは組織開発の困難さであるといえる。 ガイドP9

修了看護師の複数配置が困難な状態を指す。修了看護師が組織内で十分活用されていないため、修了

看護師の増員が難しい状態である。第二の障壁とは役割開発、組織からの役割承認及び、専門職連携の困難さであるといえる。

ガイドP9

第一の障壁とは

第二の障壁とは

岐阜県看護協会 2022年12月作成

（「特定行為研修修了看護師の組織的配置・活用ガイド」(研究代表：千葉大学教授 酒井郁子氏)を基に許可を得て作成）
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